
［論
文
】将

軍
上
洛
錦
絵
の
考
察

三
枚
続
を
中
心
に

久
　
住
　
真
　
也

は
じ
め
に

　

幕
末
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月
、
一
四
代
将
軍
徳
川
家

茂
は
、
将
軍
と
し
て
は
約
二
二
九
年
ぶ
り
の
上
洛
を
果
た
す
べ
く

江
戸

を
出
発
し
た
。
東
海
道
を
二
二
日
間
の
行
程
で
移
動
し
た
将

軍
の
行
列
は
多
く
の
耳
目
を
集
め
、
そ
の
様
を
描
い
た
大
量
の
錦

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
ソ

絵
が
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
錦
絵
の
う
ち
、
大
判
竪
絵
三

枚
続
を
中
心
に
全
体
像
と
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
、
大
判
1
枚
絵

の

作
品
も
含
め
、
こ
の
よ
う
な
錦
絵
が
大
量
に
作
り
出
さ
れ
た
歴

史
的
背
景
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
家
茂
の
上
洛
を
描
い
た
錦
絵
は
、
大
別
す
る
と
①
将
軍
と
行

列
、
あ
る
い
は
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
江
戸
市
中
や
東
海
道
中
、

京
都
な
ど
畿
内
の
名
所
風
景
に
描
き
込
ん
だ
も
の
、
②
同
じ
く
名

所
の
中
に
将
軍
が
乗
る
御
座
船
や
蒸
気
船
を
描
く
も
の
、
③
将
軍

参
内
な
ど
の
儀
式
や
公
武
間
の
催
し
を
描
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
錦
絵
群
の
総
称
に
つ
い
て
は
定
ま
っ
た
も
の
は
な
く
、
主
と

し
て
将
軍
の
行
列
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
「
行
列
図
」
な
ど
の
呼

称
も
あ
る
が
、
描
か
れ
た
対
象
は
行
列
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
広

V
上
洛
を
題
材
に
し
た
も
の
を
、
筆
者
は
「
上
洛
錦
絵
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
洛
錦
絵
に
は
、
大
判
竪
一
枚
の
膨
大
な
シ
リ
ー

ズ
と
、
本
稿
が
扱
う
三
枚
続
の
二
つ
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
が
、

研
究
が
先
行
し
た
の
は
前
者
で
あ
り
、
全
一
六
二
枚
か
ら
な
る
シ

リ
－
ズ
で
あ
る
「
御
上
洛
東
海
道
」
（
正
式
な
外
題
は
「
東
海
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ

名
所
風
景
」
）
と
呼
ば
れ
る
破
格
の
揃
物
に
注
目
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
以
外
に
同
じ
く
一
枚
絵
の
作
品
群
が
存
在
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し
、
三
枚
続
を
二
組
み
合
わ
せ
て
六
枚
続
に
な
る
も
の
や
、
九
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ソ

続
の
長
大
な
作
品
も
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
に
つ
い
て
は
、
浮
世
絵
史

の

分
野
で
早
く
か
ら
言
及
が
見
ら
れ
た
が
、
数
が
膨
大
な
こ
と
も

あ
り
、
全
体
像
の
把
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
一
部
の
絵
師
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ザ

作
品
論
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
格
的
な
研
究
は
二
〇

o
o
年
以
降
に
現
れ
る
。
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
し
て
桑
山
童
奈

　
　
　
　
　
　
　
ぞ
こ

氏
の
研
究
が
あ
り
、
現
神
奈
川
県
エ
リ
ア
の
図
像
に
限
定
し
て
の

考
察
で
あ
る
が
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
の
枚
数
、
絵
師
、
版
元
の
基
礎

的
な
デ
ー
タ
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
、
色
違
い
や
異
版
の
存
在
か

ら
版
を
重
ね
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
浮
世
絵
に
お
け
る

源
頼
朝
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
方
法
と
の
関
連
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ザ

注
目
し
た
研
究
な
ど
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
定
の
視
点
か
ら
す
る
研
究
に
対
し
、
r
御
上
洛

東
海
道
」
を
中
心
に
三
枚
続
も
含
め
た
総
体
を
正
面
か
ら
扱
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ザ

の

が
山
本
野
理
子
氏
の
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
桑
山
氏
の
研
究

も
含
む
先
行
研
究
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る

が
、
東
海
道
を
題
材
と
し
た
錦
絵
や
戯
作
の
流
れ
の
う
え
に
家
茂

上
洛
の
錦
絵
を
位
置
づ
け
た
労
作
で
あ
り
、
上
洛
錦
絵
の
本
格
的

な
学
術
研
究
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
右
は
、
主
と
し
て
美
術
史
の
側
か
ら
の
研
究
だ
が
、
時
を
ほ
ぼ

同
じ
v
し
て
、
歴
史
史
料
と
し
て
三
枚
続
に
注
目
す
る
研
究
が
現

れ

た
。
五
雲
亭
（
歌
川
）
貞
秀
の
鳥
鰍
図
に
よ
る
新
た
な
「
時

事
」
表
現
に
注
目
す
る
な
か
で
、
「
文
久
行
列
図
」
に
注
目
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ザ

杉
本
史
子
氏
の
研
究
が
あ
り
、
筆
者
も
幕
末
政
治
史
研
究
の
立
場

か

ら
、
将
軍
上
洛
を
取
り
巻
く
政
治
社
会
状
況
を
考
察
す
る
一
助

と
し
て
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
を
中
心
に
上
洛
錦
絵
を
検
討
し
て

　
　
ハ
　
　

い

る
。
最
近
で
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
に
お
い
て
、
街
道
を
ゆ
く

貴
人
の
行
列
に
注
目
し
た
展
示
が
な
さ
れ
、
そ
の
中
で
上
洛
錦
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

が
注

目
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
o

　
右
の
諸
研
究
で
は
、
江
戸
時
代
に
は
本
来
描
け
な
か
っ
た
将
軍

の
行
列
を
描
い
た
画
期
性
や
、
顕
著
な
報
道
性
と
同
時
に
虚
構
性

が
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
三
枚
続
を
考
察
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

こ
と
で
、
上
洛
錦
絵
の
さ
ら
な
る
考
察
を
試
み
た
い
。
三
枚
続
に

注

目
す
る
の
は
、
そ
れ
を
一
枚
ず
つ
計
上
し
た
場
合
、
一
枚
絵
か

ら
な
る
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー
ズ
を
上
回
る
点
数
に
な
り
、

出
版
時
期
も
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
「
御

上

洛
東
海
道
」
の
考
察
に
際
し
て
も
、
三
枚
続
と
の
関
連
を
視
野
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表1三枚続月別出版数表2　将軍家茂行程

文久2年9月7日 来2月の上洛布告 文久2年 9月 3

文久3年2月13日
10月 5

江戸出発
11月 0

同　3月4日 京都到着 12月 0

同　3月7日 初参内 文久3年 1月 1

同　3月11日
2月 15

賀茂社行幸
3月 10

同　4月11日
石清水八幡宮行幸
（家茂不参加）

4月 24

5月 5

同　4月21日 大坂に下る 6月 4

同　　5月11日 帰京
7月 1

不　　明 1

同　6月16日 海路江戸帰着 合　　計 69

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
三
枚
続
に
つ
い
て
は
、
最
も
詳
し

く
考
察
し
て
い
る
山
本
氏
の
研
究
で
も
、
全
体
像
の
把
握
を
試
み

て
は

い

な
い
。
ま
た
、
上
洛
錦
絵
の
中
心
と
な
る
将
軍
の
描
か
れ

方
も
、
源
頼
朝
に
擬
さ
れ
る
と
い
う
先
行
研
究
に
お
け
る
共
通
の

認
識
か
ら
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
上
洛
錦
絵
の
市
中
の
反
応
や
、
そ
れ
を
生
み
出
す
社
会
的

背
景
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

一
、

三
枚
続
の
基
礎
的
考
察

　
　
　
　
　

1
、
出
版
時
期
と
点
数

　
文
久
三
年
の
第
一
回
目
の
上
洛
を
描
い
た
三
枚
続
は
膨
大
な
数

に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
に
は
同
じ
図
像
で
あ
り
な
が
ら
外
題
が
微
妙

に
異
な
る
も
の
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
全
貌
を
掴
む
の
は
容
易
で
は

な
い
。
以
下
で
は
図
像
が
同
じ
三
枚
続
作
品
を
一
点
と
数
え
、
筆

者
が
現
在
確
認
し
え
た
も
の
を
文
末
の
付
表
に
掲
げ
た
。
合
計
す

る
と
六
九
点
で
あ
る
が
、
表
の
作
成
に
際
し
て
は
実
物
の
ほ
か
各

種

図
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
先
行
研
究
を
参
照
し
、
l
部
浮
世
絵

専
門
店
の
目
録
で
し
か
確
認
で
き
な
い
も
の
も
含
め
た
。
付
表
は

あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
で
、
今
後
さ
ら
に
点
数
が
増
え
る
可
能
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ロ
に
ザ

性
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　
付
表
を
も
と
に
、
さ
ら
に
月
別
出
版
数
を
示
し
た
の
が
表
1
で

あ
る
。
参
考
と
し
て
、
家
茂
の
上
洛
行
程
も
表
2
で
示
し
て
お
い

た
。
表
1
に
よ
れ
ば
、
出
版
時
期
は
文
久
二
年
九
月
～
翌
三
年
七

月
に
わ
た
っ
て
い
る
が
（
一
点
の
不
明
あ
り
）
、
実
際
の
将
軍
の

動

向
と
重
ね
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
初
期
の
文
久
二
年
九
～
1
0
月
の
八
点
は
、
翌
年
二
月
の
上

洛
実
行
が
公
表
さ
れ
た
九
月
七
日
の
触
　
（
『
続
徳
川
実
紀
』
四
）

を
契
機
と
し
た
想
像
図
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
年
二
月
～
四
月
に

大

き
な
山
が
訪
れ
る
が
、
こ
れ
は
家
茂
が
実
際
に
江
戸
を
出
発

し
、
東
海
道
を
経
て
京
都
・
大
坂
で
活
動
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
合
計
四
九
点
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
三
枚
続
全
体
の
約
七

割
に
相
当
す
る
。
な
か
で
も
四
月
が
多
い
の
は
、
同
月
に
出
版
が

い

っ

せ
い

に
開
始
さ
れ
た
一
枚
絵
の
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー

ズ

に
連
動
し
て
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
将
軍
上
洛
か
ら
一
～
二
ヶ

月
を
経
て
、
参
内
や
天
皇
の
行
幸
を
始
め
と
す
る
公
武
間
の
動
向

に
注
目
が
集
ま
っ
た
影
響
な
の
か
、
こ
の
点
は
の
ち
に
考
察
す

る
。　

と
こ
ろ
で
、
一
枚
絵
の
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い

て

見
る
と
、
出
版
時
期
は
文
久
三
年
四
月
か
ら
七
月
に
及
ぶ
が
、

三

枚
続

と
は
異
な
り
四
月
よ
り
前
に
は
見
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
興
味

深
い
問
題
で
あ
る
が
（
後
述
）
、
そ
の
な
か
で
、
四
月
が
1
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ザ

点
、
五
月
が
四
二
点
と
続
き
、
四
月
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
仮
に
三

枚
続
を
一
枚
絵
と
し
て
換
算
す
る
と
、
三
枚
続
と
「
御
上
洛
東
海

道
」
と
合
わ
せ
た
だ
け
で
、
江
戸
で
は
四
月
に
一
七
三
点
、
上
洛

が
行
わ
れ
た
二
月
か
ら
の
点
数
で
は
、
二
四
八
点
の
上
洛
錦
絵
が

出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
文
久
三
年
の
第
一
回
上
洛
を
描
い
た

錦
絵
総
体
で

見
れ
ば
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
＝
ハ
ニ
点
に
、
三
枚

続

を
合
わ
せ
る
と
≡
二
一
点
、
三
枚
を
一
点
ず
つ
数
え
れ
ば
三
六

九

点
と
な
る
。
そ
れ
に
右
に
漏
れ
て
い
る
一
枚
も
の
や
、
九
枚
続

の

も
の
を
含
め
る
と
点
数
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
爆
発
的
に
摺
ら
れ
た
幕
末
期
の
時
事
的
錦
絵
、
例
え
ば
三
〇

o
種
類
以
上
と
言
わ
れ
る
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
の
鯨
絵
や
、

戊
辰
戦
争
風
刺
絵
類
な
ど
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。
無
届
け
の
摺
物

も
含
め
れ
ば
、
幕
末
期
の
時
事
的
錦
絵
の
ひ
と
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
　

と
し
て
認
知
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
筆
者
が
確
認
し
た
範
囲
だ
け
で
も
色
変
わ
り
や
、
摺
り
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の
l
部
を
大
胆
に
省
略
し
た
作
品
が
存
在
し
、
さ
ら
に
、
元
治
元

年
の
家
茂
の
二
度
目
の
上
洛
で
も
二
代
広
重
単
独
に
よ
る
東
海
道

シ
リ
ー
ズ
（
五
五
枚
）
や
、
そ
の
他
の
絵
師
に
よ
る
三
枚
続
が
出

さ
れ
、
慶
応
元
年
の
長
州
征
伐
で
も
「
末
広
k
i
十
1
1
1
s
s
」
　
（
五
五

枚
）
や
三
枚
続
な
ど
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
商
業
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ほ
　

成
功
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　

2
、
版
元
・
絵
師

　
次
に

江
戸
の
版
元

は
r
付
表
で
確
認
で
き
た
も
の
で
1
1
．
七
を
数

え
る
。
こ
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
辻
岡
屋
文
助
（
辻
文
）
・
鍵
屋

庄

兵
衛

（鍵

庄
）
・
園
原
屋
正
助
の
四
点
で
、
他
は
三
点
の
版
元

が
七

つ
、

残
り
は
一
～
二
点
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一

部
に
極
端
に
偏
る
こ
と
な
く
比
較
的
広
い
範
囲
の
版
元
が
参
加
し

た
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
四
月
か
ら
出
版
が
始
ま
っ
た
「
御
上
洛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ロ

東
海
道
」
の
場
合
、
参
加
し
た
版
元
数
は
二
五
で
あ
り
、
こ
の
う

ち
、
三
枚
続
と
重
複
す
る
版
元
は
一
七
で
、
全
体
の
約
七
割
に
あ

た

る
。
三
枚
続
の
出
版
と
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
が
連
動
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。
「
御
上
洛
東
海
道
」
で
最
も
多
く
出
版
し
た

版
元

は
大
黒
屋
金
之
助
・
金
次
郎
の
二
七
点
で
、
次
点
の
版
元
は

＝
二
点
以
下
と
開
き
が
あ
り
、
三
枚
続
よ
り
偏
り
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
大
黒
屋
が
三
枚
続
で
は
二
点
し
か
出
版
し
て
い
な
い

の

も
、
三
枚
続
に
よ
り
多
く
の
参
入
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

　

続
い
て
絵
師
で
あ
る
が
、
絵
師
別
作
成
点
数
を
示
し
た
の
が
表

3
で
あ
る
。
総
勢
一
四
人
で
、
l
番
多
い
の
が
貞
秀
の
二
八
点
で

あ
る
。
続
い
て
歌
川
芳
盛
の
八
点
、
二
代
歌
川
広
重
の
七
点
、
歌

川
芳
宗
の
五
点
、
同
芳
虎
・
同
芳
艶
の
四
点
と
続
く
。
ワ
イ
ド
画

面

に
相
応
し
い
鳥
敵
図
を
得
意
と
す
る
貞
秀
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
の

は
納
得
が
い
く
。

　
1
方
で
r
御
上
洛
東
海
道
」
で
は
、
一
六
人
の
絵
師
中
、
風
景

画
を
得
意
と
す
る
二
代
広
重
が
1
1
1
1
1
1
s
s
、
シ
リ
ー
ズ
中
で
も
特
徴

的
な
作
品
が
多
い
河
鍋
暁
斎
が
二
八
点
、
美
人
画
の
三
代
豊
国
が

表3　絵師別出版数

貞秀 28

芳盛 8

広重（二代） 7

芳宗 5

芳虎 4

芳艶 4

芳形 3

国周 3

国綱（二代） 2

芳年 1

芳幾 1

国福 1

国孝 1

周麿 1
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一
八
点
、
芳
艶
の
一
六
点
、
芳
盛
の
一
四
点
と
続
き
、
三
枚
続
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
貞
秀
は
四
点
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
逆
に
、

「
御
上

洛
東
海
道
」
で
二
番
目
に
多
く
描
い
た
河
鍋
暁
斎
は
、
三

枚
続
で

は
一
点
に
過
ぎ
ず
、
三
代
豊
国
は
一
点
も
な
い
と
い
う
違

い
が
あ
る
。
こ
れ
は
絵
師
の
得
意
分
野
と
の
関
連
が
考
慮
さ
れ
る

べ
き
だ
が
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
は
各
作
品
の
娯
楽
性
が
三
枚
続

よ
り
強
く
、
画
中
に
沿
道
の
風
俗
や
美
人
が
描
き
込
ま
れ
る
機
会

が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
上
洛
錦
絵
総
体
と
し
て
見
る
と
、
二
代
広
重
と
貞
秀
が
多
く
描

い
て

い
て

お
り
、
そ
の
意
味
で
上
洛
錦
絵
は
名
所
風
景
画
的
な
性

格
が
色
濃
い
と
言
え
る
が
、
一
方
で
武
者
絵
や
歴
史
画
を
得
意
と

す
る
歌
川
国
芳
系
の
絵
師
も
多
く
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上

洛
錦
絵
の
複
合
的
な
性
格
が
見
て
と
れ
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
を
、
街

道
物
に
加
え
て
武
者
・
合
戦
絵
な
ど
歴
史
物
に
求
め
る
先
行
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
考
察
し
た
い
。

　
　
　
3
、
描
か
れ
た
エ
リ
ア
と
報
道
性

　
次

に
、
三
枚
続
の
⊥
ハ
九
点
を
エ
リ
ア
別
に
分
類
し
、
月
ご
と
の

そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
数
を
示
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。
合
計
が
七
〇

点
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
付
表
の
恥
誕
（
二
代
広
重
画
）
が
ひ
と

つ
の

作
品
中
に
洛
中
と
江
戸
高
輪
の
1
1
つ
を
上
下
段
で
描
き
分
け

て

い

る
た
め
で
あ
る
。
単
純
に
エ
リ
ア
だ
け
で
見
る
と
、
一
番
多

い
の

は
、
京
都
（
周
辺
を
含
む
）
の
二
〇
で
あ
り
、
続
い
て
江
戸

の
l
三
、
駿
河
の
一
〇
と
な
る
。
京
都
周
辺
が
多
い
の
は
、
二
二

九

年
振
り
の
将
軍
上
洛
を
当
て
込
ん
だ
企
画
で
あ
れ
ば
当
然
と
い

え
る
が
、
こ
の
1
1
1
つ
の
エ
リ
ア
を
さ
ら
に
テ
ー
マ
や
場
所
で
細
分

し
て
み
る
と
、
京
都
で
最
も
多
い
テ
ー
マ
は
参
内
の
⊥
ハ
点
で
、
賀

茂
社
行
幸
・
石
清
水
行
幸
の
各
三
点
が
続
く
。

　
次

に
江
戸
エ
リ
ア
で
多
い
の
は
高
輪
の
三
点
、
江
戸
城
の
三
点

で

あ
り
、
続
い
て
霞
ヶ
関
の
二
点
、
芝
浦
二
点
と
な
り
、
江
戸
城

以

外
は
名
所
と
し
て
過
去
に
多
く
描
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。
ち
な

み

に
「
江
戸
城
」
と
い
う
の
は
城
中
で
の
能
上
覧
二
点
を
含
む
。

駿
河
エ
リ
ア
は
、
大
井
川
が
最
高
の
五
点
（
遠
江
と
の
境
だ
が
駿

河

に
統
一
し
た
）
の
ほ
か
、
三
保
の
松
原
や
薩
陀
峠
、
原
な
ど
富

士
が

見
え
る
典
型
的
な
名
所
構
図
で
あ
る
。
神
奈
川
・
横
浜
な
ど

江
戸
近
郊
を
含
む
武
蔵
エ
リ
ア
（
四
点
）
、
相
模
エ
リ
ア
（
六
点
）

も
富
士
が
描
き
込
ま
れ
る
頻
度
が
高
い
が
、
こ
れ
は
富
士
が
古
来

よ
り
東
海
道
の
旅
を
象
徴
す
る
景
観
で
あ
り
、
そ
れ
と
将
軍
を
組
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ロ
　

み
合
わ

せ
る
こ
と
に
狙
い
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
に
学
び
た
い
。

　
そ

こ
で
、
表
4
か
ら
出
版
時
期
と
エ
リ
ア
選
択
と
の
関
連
を
見

る
と
何
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
表
の
「
京
都
」
欄
を
縦

に
見
る
と
、
四
月
が
一
番
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

こ
の
九
点
の
内
訳
は
、
賀
茂
社
行
幸
関
係
が
二
、
石
清
水
八
幡
宮

行
幸
が
三
、
将
軍
単
独
の
石
清
水
八
幡
宮
参
詣
が
二
、
参
内
が

一
、

祇
園
祭
上
覧
が
一
と
な
っ
て
い
る
。
四
月
よ
り
前
に
多
く
見

ら
れ
る
参
内
、
そ
し
て
架
空
の
祇
園
祭
上
覧
以
外
は
、
い
ず
れ
も

将
軍
の
京
都
到
着
後
に
決
定
し
た
行
事
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
将

軍
が
洛
中
を
通
過
す
る
図
や
参
内
図
は
、
将
軍
の
江
戸
出
発
前
か

ら
盛
ん
に
空
想
で
描
か
れ
た
が
、
右
の
四
月
以
降
の
画
題
は
、
報

道
性
が
顕
著
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
「
江
戸
」
欄
を
見
る
と
、
四
月
以
降
六
月
の
も
の
は
い

ず
れ
も
将
軍
の
帰
府
を
題
材
と
し
た
も
の
で
、
将
軍
が
入
城
す
る

際
、
実
際
に
は
通
過
し
な
い
霞
ヶ
関
を
描
く
予
想
図
が
見
ら
れ
る

一
方
で
、
浜
御
殿
に
到
着
し
た
御
座
船
や
、
芝
浦
の
蒸
気
船
と
御
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座
船

な
ど
実
際
の
海
路
帰
還
に
沿
っ
た
絵
柄
が
目
を
ひ
く
。
文
久

二
年
九
～
翌
年
正
月
の
も
の
が
、
実
際
の
上
洛
に
先
行
し
た
想
像

図
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
く
、
文
久
三
年
四
月
以
降
は
、
予
定
さ
れ

る
将
軍
帰
府
に
当
て
込
ん
だ
錦
絵
が
企
画
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
で

　
　
　
ハ
が
ザ

き
よ
う
。
「
駿
河
」
欄
に
つ
い
て
は
、
上
洛
直
後
の
三
、
四
月
が

全
体
の
約
半
分
以
上
を
占
め
る
が
、
報
道
性
と
の
関
連
性
は
乏
し

い
よ
う
で
あ
る
。

　
三
枚
続
に
つ
い
て
、
そ
の
報
道
性
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
山
本

氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
に
お
い
て

も
、
京
都
と
そ
の
周
辺
が
一
番
多
く
描
か
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
っ

ハの
ザ

た
。
三
枚
続
を
含
め
、
上
洛
錦
絵
の
最
大
の
関
心
は
、
や
は
り
京

都
で
の
公
武
（
天
皇
と
将
軍
）
間
の
動
向
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ

せ

る
。
ま
た
、
将
軍
帰
府
を
題
材
に
蒸
気
船
な
ど
を
描
く
図

も
少
な
く
な
い
点
は
、
上
洛
錦
絵
の
独
自
の
性
格
を
示
す
も
の
と

し
て
注
目
で
き
る
。

二
、
上
洛
錦
絵
に
お
け
る
将
軍
図
像

　
　
1
、
新
た
な
将
軍
図
像
の
創
出

こ
こ
で
は
、
図
像
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
の
際
、
注
目
す
べ

き
点
は
少
な
く
な
い
が
、
上
洛
錦
絵
に
欠
か
せ
な
い
要
素
は
や
は

り
将
軍
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
錦
絵
に
お
い
て
、
将
軍
や
そ
の
祖

先
に
関
わ
る
事
柄
や
、
政
治
的
出
来
事
の
類
を
描
く
こ
と
は
、
幕

府
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
に
属
す
る
。
し
か

し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
将
軍
に
関
わ
る
出
来
事
を
描
い
た
事
例

が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
幕
政
を
暗
に
批
判
し
た

り
、
椰
楡
す
る
も
の
が
大
評
判
と
な
り
、
取
締
り
の
対
象
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ご

た
り
、
版
元
の
自
主
規
制
が
な
さ
れ
た
事
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
上
洛
錦
絵
で
は
大
し
た
粉
飾
も
な
く
将
軍
が
描
か

れ

た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　
先

行
研
究
を
見
る
と
、
例
え
ば
大
久
保
純
一
氏
は
、
当
時
将
軍

を
描
く
際
は
、
出
版
検
閲
の
関
係
で
「
曽
我
物
語
図
」
な
ど
に
示

さ
れ
る
源
頼
朝
の
姿
で
描
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ

れ

は
烏
帽
子
姿
に
源
氏
を
示
す
笹
竜
胆
紋
、
朱
傘
を
差
し
掛
け
ら

れ

る
図
像
で
あ
り
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
の
将
軍
の
多
く
は
そ
れ

で

描
か

れ

た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
本
氏
も
同
様
に
頼
朝
と
し

て

描
か
れ

る
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
登
場
す
る
人
物
や
町
並
み
の
描

写
は

当
世
風
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
よ
う
な
錦
絵
を
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ザ

す
る
こ
と
は
法
令
へ
の
抵
触
行
為
だ
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
し
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か

し
、
や
は
り
頼
朝
に
重
ね
る
の
が
基
本
と
す
る
以
上
に
、
よ
り

踏
み
込
ん

だ
考
察
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
が
、
将
軍
が
頼
朝

以
外
の
姿
で
描
か
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
点
は
注
意
し
な
け
れ

ば

な
ら
な
い
超
ま
ず
、
付
表
で
示
し
た
画
題
を
見
る
と
、
「
頼
朝

公
○
○
」
や
「
右
大
将
○
○
」
の
よ
う
に
、
頼
朝
に
関
わ
る
歴
史

画

的
タ
イ
ト
ル
は
六
九
点
中
二
一
点
、
源
義
家
に
擬
し
た
画
題

（庇
9
）
　
1
点
を
頼
朝
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
加
え
る
と
二
二
点

で

あ
る
。
対
し
v
，
　
r
o
o
の
景
」
「
○
○
景
勝
」
や
「
名
所
＋
O

o
行
列
之
図
」
な
ど
の
名
所
風
景
が
メ
イ
ン
の
タ
イ
ト
ル
は
四

　
　
ハ
お
　

一
点
、
足
利
将
軍
に
重
ね
た
も
の
が
二
点
、
そ
の
他
四
点
と
な

　め
ね

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
単
純
に
画
題
だ
け
で
見
れ
ば
、
頼
朝
を
装
っ
た

も
の
は
全
体
の
三
割
程
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
タ
イ
ト
ル
と
、
実

際
の
将
軍
の
描
か
れ

方
の
相
関
性
を
確
認
し
た
も
の
が
表
5
で
あ

る
。
作
品
の
中
に
は
、
将
軍
の
存
在
が
乗
物
や
御
座
船
で
示
さ

れ
、
姿
が
描
か
れ
な
い
も
の
も
多
い
た
め
、
こ
の
表
は
姿
が
確
認

で

き
た
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
頼
朝
型
タ
イ
ト

ル
　
（
M
9
の
源
義
家
も
含
む
）
の
う
ち
、
頼
朝
を
彷
彿
と
さ
せ
る

烏
帽
子
・
狩
衣
姿
に
笹
竜
胆
紋

の

意
匠
、
馬
上
で
朱
傘
な
ど
を

差
し
掛
け
ら
れ
た
も
の
は
九

点
、
束
帯
や
衣
冠
な
ど
の
装
束

姿
は
三
点
、
陣
笠
（
ま
た
は
菅

笠
）
に
陣
羽
織
・
羽
織
姿
の
江

戸
時
代
風
俗
が
二
点
が
確
認
で

き
る
。
次
に
、
名
所
風
景
画
的

タ
イ
ト
ル
で
は
、
右
で
見
た
頼

朝
風
は
二
点
、
陣
笠
な
ど
の
江

戸
時
代
風
俗
が
二
二
点
、
束
帯

か
衣
冠
が
四

点
で
あ
る
。
そ
の

他
の

画
題
で

は
、
頼
朝
風
が
二

点
、
江
戸
時
代
風
俗
が
一
点

（
た
だ
し
、
子
供
に
擬
さ
れ
て

い

る
）
で
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
頼
朝
型
タ
イ
ト
ル

で

は
、
将
軍
は
頼
朝
風
に
描
か

れ
、
名
所
風
景
型
タ
イ
ト
ル
で

表5　画題と将軍描写の相関性

画題　　　描かれ方 頼朝 江戸時代風俗 束帯・衣冠

頼朝型 9 2 3

名所風景型 2 22 4

その他 2 1 0

合計 13 25 7

註　「足利将軍」を画題としたものはここでは除いた。No．9の源義家は「頼朝型＋頼朝」

　に加算した。
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は
、
陣
笠
・
羽
織
姿
の
江
戸
時
代
風
俗
で
描
か
れ
る
傾
向
が
強
い

こ
と
が
分
か
る
（
以
後
便
宜
的
に
こ
れ
を
陣
笠
姿
と
呼
ぶ
）
。
一

方
、
束
帯
・
衣
冠
な
ど
の
公
家
装
束
は
双
方
の
画
題
に
等
し
く
見

ら
れ
る
。
以
上
を
も
と
に
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
離
れ
て
単
純
に
将
軍

の

描
か
れ
方
を
集
計
す
る
と
、
陣
笠
姿
が
約
五
割
以
上
を
占
め
一

番
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
l
枚
絵
シ
リ
ー
ズ
の
「
御

上
洛
東
海
道
」
で
は
将
軍
の
姿
が
確
認
で
き
た
範
囲
で
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ザ

頼
朝
風
で
描
か
れ
た
も
の
は
二
割
に
満
た
な
い
結
果
で
あ
り
、
や

は

り
陣
笠
姿
が
上
回
っ
て
い
る
。

　
重
要

な
の
は
、
こ
の
陣
笠
姿
は
、
実
際
の
家
茂
が
上
洛
し
た
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
シ

の
旅
装
に

近

い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
陣
笠
姿
の
際
も
、
頼
朝
風

に
馬
上
の
将
軍
に
朱
傘
が
差
し
掛
け
ら
れ
た
り
、
笹
竜
胆
紋
が
旗

印
や
帳
幕
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
貴
人
を
示
唆
す
る
朱
傘
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
　

自
体
が
頼
朝
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
笹
竜
胆
紋
も
一
種
の
記
号

化

し
て
お
り
、
形
骸
化
し
た
約
束
事
の
範
囲
を
出
な
い
。
例
え

ば
、
恥
騎
F
石
清
水
八
幡
宮
風
景
図
」
の
よ
う
に
、
画
中
に
「
源

頼
朝
公
」
と
わ
ざ
わ
ざ
短
冊
で
明
示
し
な
が
ら
、
描
か
れ
る
の
は

陣
笠
姿
の
将
軍
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な
例
も
あ
る
（
図
1
）
。
こ

れ

は
、
検
閲
を
意
識
し
た
と
い
う
よ
り
、
以
前
か
ら
の
慣
例
が
惰

性
で
続
い
た
こ
と
を
示
す
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
注
意
し
た
い
の
は
、
頼
朝
型
タ
イ
ト
ル
で
頼
朝
風
に
描
い

た
例
で
も
、
馬
上
の
頼
朝
に
随
従
す
る
行
列
の
服
装
は
山
本
氏
が

指
摘
す
る
よ
う
に
当
世
風
に
描
か
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
と

し
て
、
付
表
の
M
5
［
右
大
将
頼
朝
公
鶴
ヶ
岡
参
詣
行
例
（
列
）

之

図
」
を
挙
げ
た
い
（
図
2
）
。
タ
イ
ト
ル
を
始
め
と
し
て
、
見

慣
れ
て
い
な
い
と
上
洛
錦
絵
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
け
な
い
が
、
画

面

中
央
の
頼
朝
に
擬
さ
れ
た
将
軍
以
外
は
、
大
名
行
列
の
描
写
以

外
の
何
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
事
例
は
、
嘉
永
期
の
将
軍
に
よ
る

下

総

国
小
金
原
の
鹿
狩
り
を
題
材
に
し
た
、
一
連
の
「
富
士
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

狩
」
図
の
発
展
系
と
も
言
え
る
。

　
結
論
と
し
て
、
頼
朝
と
し
て
描
く
に
あ
た
っ
て
出
版
検
閲
へ
の

配
慮
が
存
在
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
「
富
士
巻
狩
」
図

と
は
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
形
骸
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
頼
朝
と
重
ね
る
こ
と
で
積
極
的
な
意
味
を
見
い

だ

そ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ス

ミ
ス
氏
は
、
絵
師
が
体
制
支
持
の
立
場
か
ら
、
過
去
の
レ
ン
ズ
を

通

し
て
将
軍
を
描
く
こ
と
で
、
そ
の
行
動
に
歴
史
的
な
重
み
と
権

威

を
与
え
た
と
述
べ
て
お
り
、
大
久
保
氏
も
武
家
政
権
の
創
始
者
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図1歌川芳艶「石清水八幡宮風景図」（三枚続のうちの一部分）

図2
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歌川芳盛「右大将頼朝公鶴ヶ岡参詣行例（列）之図」（三枚続のうち一部分）



と
将
軍
を
重
ね
る
こ
と
に
、
当
時
の
人
々
の
将
軍
へ
の
肯
定
的
な

見
方
を
見
い
だ
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
理
に
か
な
っ
た
見
方
で

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
シ

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
本
稿
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
陣
笠
姿
で
白
馬
や

白
黒
斑
の
馬
に
乗
る
殿
様
ス
タ
イ
ル
が
一
番
多
い
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
上
洛
錦
絵
が
新
た
に
生
み
出
し
た
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー
ズ
の

基
礎
的
考
察
を
最
初
に
行
っ
た
桑
山
氏
は
、
こ
の
揃
物
で
は
大
名

行
列
の
存
在
だ
け
が
統
一
さ
れ
、
ほ
か
に
は
家
茂
の
描
か
れ
方
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

含
め

作
画
に
関
し
て
の
約
束
は
な
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、

果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
三
枚
続
を
企
画
し
た
三
七
の
版
元
の
も
と
、

一
四

人

も
の
絵
師
が
描
い
た
将
軍
の
多
く
が
、
頼
朝
と
陣
笠
姿
に

収
敏

し
た
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
。
頼
朝
に
つ
い
て
は
決
ま
り
事

と
し
て
の
共
通
の
了
解
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
陣
笠
姿
に

馬
上
と
い
う
描
き
方
が
そ
れ
以
前
の
錦
絵
の
中
で
一
般
的
だ
っ
た

と
は
思
え
ず
、
そ
れ
が
大
量
に
生
み
出
さ
れ
た
の
は
新
奇
な
現
象

と
言
え
る
。
特
に
F
御
上
洛
東
海
道
」
の
場
合
は
、
の
ち
に
画
帖

化
さ
れ
セ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
＝
疋
の
約

束
事
が
存
在
し
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

　
陣
笠
姿
は
、
行
列
を
沿
道
で
実
見
し
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
場
合
、
上
洛
前
に
描
か
れ
た
作
品
に
す
で
に
そ
れ
が
現

れ
て

い

る
こ
と
が
説
明
が
で
き
な
い
（
M
4
、
馳
6
）
o
筆
者
は

か

つ
て

文
久
改
革
以
降
の
大
名
や
幕
府
役
人
の
登
城
時
の
乗
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

や
、
馬
上
姿
の
一
般
化
の
影
響
を
指
摘
し
た
が
、
将
軍
の
「
あ
り

の

ま
ま
の
姿
」
に
加
え
、
ほ
と
ん
ど
が
実
際
の
将
軍
の
年
齢
に
合

致
す
る
若
者
姿
で
描
い
た
も
の
が
大
量
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
注

目
さ
れ
て
よ
い
。

　
山
本
氏
は
、
現
行
の
徳
川
将
軍
を
描
い
た
錦
絵
が
検
閲
を
通

り
、
そ
の
後
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
流
布
し
た
こ
と
は
過
去
に

あ
り
得
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
が
、
よ
り
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、

頼
朝
風
で
は
な
く
、
陣
笠
姿
の
馬
上
の
姿
で
描
か
れ
た
将
軍
図
像

が
大
量

に
流
布
し
た
こ
と
に
こ
そ
、
問
題
の
核
心
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
に
対
す
る
規
制
や
取
締
り
の
記
録
は
い
ま
だ
報
告

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
理
由

は
お
そ
ら
く
図
像
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
当
時
の
上
洛
を
と
り

ま
v
幕
府
の
政
治
姿
勢
、
情
報
に
対
す
る
幕
府
の
対
応
の
変
化
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
ザ

ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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2
、
描
か
れ
た
公
武
関
係

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
洛
錦
絵
で
は
京
都
エ
リ
ア
を
描
い

た
も
の
が
一
番
多
い
。
そ
の
な
か
で
も
多
い
の
が
参
内
と
天
皇
の

行
幸
で
あ
る
。
参
内
図
は
全
く
の
想
像
図
で
あ
り
、
紫
震
殿
か
そ

れ

に
擬
さ
れ
た
殿
舎
の
南
階
を
、
将
軍
（
多
く
は
頼
朝
ス
タ
イ
ル

で
描
か
れ

る
）
が
直
衣
・
狩
衣
あ
る
い
は
束
帯
姿
で
上
が
ろ
う
と

す

る
場
面
や
、
殿
上
や
階
下
に
平
伏
す
も
の
が
多
い
（
実
際
に
将

軍
が
天

皇
に
対
面
す
る
場
所
は
小
御
所
）
。
天
皇
に
つ
い
て
は
姿

は

描
か
れ

な
い
か
、
御
簾
に
よ
っ
て
上
半
身
が
隠
さ
れ
て
い
る
点

で
共
通

し
て
い
る
。
姿
が
隠
さ
れ
る
方
が
高
貴
な
存
在
と
さ
れ
た

で

あ
ろ
う
か
ら
、
天
皇
と
将
軍
の
上
下
関
係
は
明
確
で
あ
る
。
し

か

し
、
そ
れ
を
将
軍
を
敗
め
た
り
椰
楡
す
る
目
的
で
描
い
た
と
見

る
の
は
早
計
で
あ
る
。
参
内
図
以
外
の
も
の
に
注
目
し
つ
つ
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
例

え
ば
、
撰
夷
祈
願
を
目
的
と
し
た
賀
茂
社
行
幸
を
描
い
た
三

図
は
、
い
ず
れ
も
鳳
董
に
従
う
将
軍
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
行

幸
は
、
将
軍
が
天
皇
に
臣
従
し
た
こ
と
を
視
覚
的
に
示
し
た
こ
と

で

知
ら
れ
る
が
、
版
元
や
絵
師
が
意
図
し
た
の
は
、
必
ず
し
も
そ

の

点
に
の
み
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
本
来
政
治
色
の
強
い
行

幸
が
葵
祭
の
行
列
に
擬
さ
れ
て
い
た
り
（
庇
5
1
）
、
平
安
王
朝
風

の

絵
巻

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
華
や
か
さ
が
前
面
に
出
て
い
る
。

例

え
ば
M
5
0
「
王
城
加
茂
社
風
景
」
を
見
て
欲
し
い
（
図
3
）
。

王
朝
風
と
京
都
の
名
所
が
重
ね
ら
れ
、
か
つ
満
開
の
桜
を
添
え
る

こ
と
で
、
現
実
の
政
治
的
題
材
は
明
る
く
華
麗
、
か
つ
平
穏
な
表

情
を
見
せ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
恥
5
7
「
皇
都
祇
園
祭
礼
之
図
」
は
、
祇
園
祭
り
の
様
子

を
天
皇
と
将
軍
が
上
覧
す
る
と
い
う
架
空
の
図
柄
で
あ
り
、
祇
6
1

「
競
馬
御
遊
覧
之
図
」
も
賀
茂
社
の
競
馬
を
両
者
が
上
覧
す
る
と

い
う
同
様
の
趣
向
で
あ
る
（
図
4
）
。
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー

ズ

の

な
か
に
も
祇
園
祭
、
賀
茂
競
馬
を
将
軍
が
上
覧
す
る
図
柄
が

あ
る
が
、
図
4
を
見
る
と
、
右
側
の
上
覧
場
所
に
は
、
笹
竜
胆
の

慢
幕

に
頼
朝
風
の
将
軍
が
見
え
、
左
側
に
は
菊
を
想
起
さ
せ
る
御

紋

を
あ
し
ら
っ
た
慢
幕
に
、
御
簾
で
上
半
身
が
隠
れ
た
天
皇
が
描

か

れ

る
。
こ
れ
も
天
皇
と
将
軍
の
上
下
関
係
を
示
す
の
が
目
的
で

は

な
く
、
満
開
の
桜
の
な
か
で
の
天
皇
と
将
軍
の
良
好
な
関
係
、

す
な
わ
ち
公
武
融
和
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
の
が
狙
い
な
の
だ

ろ
う
。
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図3　歌川芳艶「王城加茂社風景」（国会図書館デジタルコレクション）
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図4　歌川国孝「競馬御遊覧之図」

　
実
際
、
公
武
融
和
が
頂
点
に
達
し

た
翌
元
治
元
年
の
家
茂
二
度
目
の

上
洛
で
は
、
三
月
に
宮
中
の
紫
震
殿

上
に

お

い

て
、
天
皇
と
将
軍
両
者
が

南

庭

で

行
わ
れ
た
舞
楽
を
公
家
や

有
力
大
名
た
ち
と
上
覧
し
て
い
る
。

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
架
空
の
錦
絵
の

世
界
で
は
、
撰
夷
決
行
を
め
ぐ
る
激

し
い
現
実
政
治
と
は
異
な
る
、
公
武

融

和
の
平
穏
な
時
間
が
流
れ
て
い

た

の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
参
内
や
行
幸
と
い

う
報
道
性
の
強
い
図
像
も
、
政
治
を

リ
ア
ル
に
表
現
す
る
と
い
う
よ
り
、

長
い
歴
史
と
名
所
に
彩
ら
れ
た
京

都

と
い
う
題
材
を
巧
み
に
重
ね
つ

つ
、

公
武
融
和
と
政
治
の
平
穏
さ
を

演
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
、
将
軍
上
洛
を
と
り
ま
く
人
々
の
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視
線
を
考
え
る
た
め
の
、
格
好
の
材
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
上
洛
錦
絵
を
生
み
出
し
た
心
性
ー
展
望

　
上
洛
錦
絵
が
出
版
さ
れ
た
文
久
二
年
九
月
か
ら
翌
三
年
七
月
ま

で
の

間
は
、
政
局
レ
ベ
ル
の
世
界
だ
け
が
激
動
で
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
江
戸
市
中
で
の
文
久
二
年
の
麻
疹
大
流
行
と
膨
大
な
死

者
、
幕
府
の
文
久
改
革
に
よ
る
大
名
家
族
の
帰
国
に
よ
る
江
戸
の

衰
微
の
予
感
、
将
軍
家
茂
の
上
洛
直
後
の
三
月
に
発
生
し
た
、
イ

ギ

リ
ス
艦
隊
と
の
戦
争
危
機
（
生
麦
事
件
の
賠
償
要
求
に
端
を
発

す
る
騒
動
）
に
よ
る
避
難
騒
動
と
治
安
悪
化
な
ど
、
人
々
の
足
下

を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
、
将
来
の
不
安
を
か
き
立
て
る
出
来
事
が

続
い
た
。
今
ま
で
の
上
洛
錦
絵
の
研
究
は
、
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る

作
品
の
考
察
が
中
心
と
な
り
、
右
の
よ
う
な
社
会
状
況
と
の
関
連

は
、
筆
者
の
研
究
も
含
め
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
ま
ず
、
若
き
将
軍
に
よ
る
二
二
九
年
振
り
の
上
洛
を
、
人
々
は

い
か
に

捉

え
た
の
か
o
先
行
研
究
は
概
ね
、
こ
の
上
洛
錦
絵
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぷ
り

か

に
人
々
の
好
意
的
・
肯
定
的
な
反
応
を
見
い
だ
し
て
き
た
。
か

つ
て

筆
者
も
、
大
量
に
描
か
れ
た
馬
上
の
将
軍
は
、
天
下
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヘ
リ

先
頭

に
立
つ
徳
川
将
軍
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
た
も
の
と
見
た
が
、
も

う
少
し
違
う
観
点
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
『
藤
岡
屋
日
記
』
が
載
せ
る
、
文
久
三
年
正
月
の
大
小
暦
に
、

「
小
変
あ
れ
ば
大
変
な
し
」
と
し
て
「
小
将
大
軍
大
上
小
洛
大
四
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ソ

海
大
大
大
平
小
諸
大
民
小
歓
大
楽
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ら
ヤ
ケ

将
軍
の

二
条
城
到
着
に
絡
め
「
有
難
き
民
の
為
と
て
公
の
　
海
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　

こ
え
て
の
ぼ
る
都
路
」
と
詠
ま
れ
る
な
ど
、
こ
の
上
洛
に
天
下
泰

平

を
期
待
す
る
人
々
の
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
三
枚
続
の
な
か
に
、
江
戸
城
で
の
能
上
覧
を
描
い
た
も
の
が

見
ら
れ
る
の
は
（
恥
3
2
・
3
3
）
、
上
洛
を
慶
事
と
し
て
捉
え
て
い

る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
「
御
上
洛
東
海
道
」
中

に
も
、
文
久
三
年
の
五
月
と
い
う
将
軍
帰
府
が
予
想
さ
れ
る
時
期

に
、
先
回
り
す
る
か
の
よ
う
に
、
江
戸
城
を
舞
台
と
し
た
「
御
能

拝
見
」
を
主
題
に
し
た
作
品
が
複
数
出
さ
れ
、
画
中
に
は
「
天
下

泰
平
」
の
幟
や
灯
提
を
掲
げ
た
江
戸
城
に
練
り
込
む
庶
民
が
描
か

　
　
ハ
み
り

れ

た
。
そ
し
て
、
実
際
の
将
軍
帰
府
に
際
し
て
「
御
帰
城
は
春
来

た
や
ふ
な
こ
・
ち
し
て
　
き
の
う
ふ
に
か
わ
る
江
戸
の
賑
ひ
」
と

　
　
　
　
　
　
ハ
の
ず

詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
祝
賀
の
気
分
は
高
潮
す
る
。

　

つ
ま
り
、
将
軍
上
洛
と
そ
れ
に
伴
う
政
治
の
行
く
末
は
、
江
戸

の

人
々
の
将
来
、
ま
た
江
戸
と
い
う
都
市
の
盛
衰
に
関
わ
る
も
の
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と
捉
え
ら
れ
た
。
公
武
融
和
を
描
く
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ

も
、
天
下
泰
平
を
願
う
心
性
の
現
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
江
戸
を
揺
る
が
し
た
出
来
事

に

即
応

し
て
、
つ
と
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
文
久
二
年
に
麻
疹
除
け

の

「
は
し
か
絵
」
が
、
文
久
三
年
に
は
江
戸
か
ら
の
避
難
騒
動
を

風
刺
し
た
「
あ
わ
て
絵
」
が
膨
大
な
数
出
版
さ
れ
た
。
後
者
に
関

し
て
、
南
和
男
氏
は
文
久
三
年
の
三
、
四
月
頃
の
板
行
と
推
測
し

　
　
　
　
へ
む
ザ

て

い

る
が
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
上
洛
錦
絵
と
時
期
が
重
な
っ
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
一
体
、
こ
の
「
あ
わ
て
絵
」
が
出
回
る
状

況

と
、
上
洛
錦
絵
の
出
版
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

ま
ず
、
上
洛
錦
絵
は
、
残
存
す
る
異
版
や
色
違
い
の
多
さ
か

ら
、
そ
れ
な
り
に
版
を
重
ね
た
と
推
測
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
管

見
の

か

ぎ
り
当
時
の
反
応
を
示
す
史
料
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
史
料
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
『
東
西
紀

聞
』
が
載
せ
る
、
「
癸
亥
文
久
三
年
三
月
板
行
一
枚
摺
」
の
朱
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

き
入
り
「
当
時
見
立
三
幅
対
」
と
い
う
摺
物
で
あ
る
。
そ
の
な
か

に
「
う
れ
て
こ
ま
る
」
の
欄
に
、
「
み
の
」
「
こ
も
糸
だ
て
」
と
共

に
、
「
行
列
の
絵
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
上
洛
錦
絵
を
指
す
と
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
だ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
人
々
が
避
難
用
に
買
い
あ
さ
っ
た
蓑
や
菰
・
糸
経

（雨
覆
な
ど
に
用
い
た
む
し
ろ
）
と
共
に
、
上
洛
錦
絵
が
よ
く
売

れ

て

い

た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
錦
絵
出
版
を
と
り
ま
く
状
況
に
つ
い
て
、
気

に

な
る
史
料
も
あ
る
。
同
じ
v
文
久
三
年
の
「
当
時
見
立
町
尽
三

幅
対
初
編
」
（
四
～
五
月
頃
か
）
と
い
う
も
の
で
、
江
戸
の
町
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
ソ

と
象
徴
的
な
物
や
出
来
事
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

な
か
に
「
此
節
ば
つ
た
り
す
き
や
町
」
と
し
て
湯
屋
・
髪
結
床
、

講
釈
場
と
と
も
に
「
え
ざ
う
し
や
の
前
」
と
あ
る
。
ま
た
、
三
月

の
l
枚
摺
の
番
付
「
泰
平
善
悪
鏡
」
で
は
、
東
の
「
此
方
す
べ
て

間
に
合
物
を
集
」
に
対
し
て
、
西
の
「
此
方
当
時
間
に
合
ぬ
物
」

の

二
段
目
に
「
画
師
」
が
見
え
、
同
類
の
「
当
時
善
悪
競
」
（
三

月
頃
か
）
で
は
、
同
じ
く
西
の
「
●
の
方
」
　
（
役
に
立
た
な
い
側
）

の

前
頭
ニ
ハ
枚
目
に
「
画
師
」
、
西
の
最
下
位
に
近
い
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ザ

は

あ
る
が
「
え
ざ
う
し
や
」
と
あ
る
。
絵
草
紙
屋
が
は
や
ら
な
け

れ

ば
錦
絵
は
売
れ
ず
、
絵
師
の
仕
事
も
な
く
な
る
。

　
右
の
摺
物
は
い
ず
れ
も
「
あ
わ
て
絵
」
が
出
さ
れ
る
世
相
を
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

刺

し
た
も
の
だ
が
、
江
戸
の
避
難
騒
動
は
三
月
上
旬
に
始
ま
り
、

四

月
に
入
る
と
徐
々
に
お
さ
ま
り
始
め
る
。
果
た
し
て
右
の
よ
う
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に
風
刺
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
四
月
以
降
も
続
い
た
の
か
検
証
が

必

要
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
錦
絵
出
版
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
留
意

す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
上
洛
錦
絵
の
う
ち
、
一
六
二
枚
か
ら

な
る
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー
ズ
が
、
四
月
に
一
斉
に
刊
行
が

始
ま
っ
た
理
由
で
あ
る
。
三
枚
続
が
文
久
二
年
九
月
と
い
う
上
洛

期
日
決
定
と
同
時
に
素
早
い
報
道
性
を
見
せ
た
の
と
対
照
的
だ
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
山
本
氏
は
上
洛
決
定
後
に
企
画

が
持

ち
上
が
っ
た
と
推
測
し
、
そ
の
後
上
洛
行
程
が
陸
路
か
ら
海

路

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
一
端
企
画
が
白
紙
に
戻
さ
れ
、
再
び
陸

路

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
企
画
が
再
浮
上
し
た
た
め
、
四
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
リ

出
版
開
始
が
ず
れ
込
ん
だ
と
解
釈
し
た
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
な

ら
三
枚
続
は
四
月
以
前
に
大
量
に
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
説
明

が
難

し
く
、
そ
の
整
合
性
を
上
手
く
説
明
で
き
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
山
本
氏
の
よ
う
に
、
上
洛
決
定
後
早
々
に
「
御
上
洛
東
海
道
」

の

企
画
が
準
備
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
一
端
白
紙
に
戻
っ

た
と
し
て
も
、
再
び
陸
路
へ
の
変
更
が
触
れ
ら
れ
た
段
階
（
文
久

三

年
二
月
九
日
）
で
着
手
す
れ
ば
当
時
の
出
版
レ
ベ
ル
か
ら
し

て
、
遅
く
と
も
三
月
に
は
刊
行
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
氏
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
は
報
道
性
と
虚
構
性
を

特
質
と
し
て
お
り
、
単
に
事
実
を
描
い
た
も
の
で
は
無
い
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
版
元
や
絵
師
に
と
っ
て
、
上
洛
が
陸
路
か
海
路
か
と

い

う
問
題
、
つ
ま
り
実
際
と
合
致
し
て
い
る
か
否
か
は
、
決
定
的

な
要
素
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
r
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
が
い
つ
持
ち
上
が
っ
た

か

知
る
よ
し
は
な
い
が
、
そ
の
刊
行
が
一
斉
に
始
ま
っ
た
四
月

は
、
三
枚
続
も
多
数
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
そ
こ

で
再
び
世
相
に
目
を
戻
せ
ば
、
右
で
見
た
よ
う
に
、
避
難
騒
動
以

降
の
錦
絵
の
版
元
や
絵
師
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
決
し
て
良
好
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
不
況
と
閉
塞
し

た
世
相
を
背
景
に
、
四
月
に
入
り
多
数
の
版
元
と
絵
師
が
結
集

し
、
好
調
で
あ
っ
た
将
軍
上
洛
を
題
材
に
し
た
類
例
の
無
い
シ

リ
ー
ズ
を
企
図
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
枚
続
も

そ
の
動
き
に
連
動
し
て
い
た
と
考
え
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。

　
四

月
に
出
さ
れ
た
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー
ズ
と
三
枚
続
双

方
の
京
都
エ
リ
ア
の
図
像
に
は
、
先
に
例
示
し
た
よ
う
に
満
開
の

桜
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
v
、
明
る
い
色
彩
を
帯
び
て
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い

る
。
ま
た
、
五
月
に
出
さ
れ
た
江
戸
帰
還
の
想
像
図
（
三
枚

続
）
に
も
、
江
戸
の
町
に
満
開
の
桜
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
民
の

た
め
」
遠
い
旅
路
を
ゆ
く
若
き
将
軍
の
行
列
、
公
武
融
和
と
政
治

の
安
定
、
将
軍
帰
洛
に
際
す
る
祝
賀
と
開
運
へ
の
祈
り
、
そ
れ
が

先
行
き
不
安
な
社
会
を
生
き
た
、
江
戸
の
人
々
の
心
性
に
合
致
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上

は
、
未
だ
仮
説
の
域
を
出
な
い
も
の
だ
が
、
上
洛
錦
絵
を

当
時
の
政
治
や
社
会
の
文
脈
の
な
か
で
検
討
す
る
作
業
は
こ
れ
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
必
要
性
を
提
起
し
、
結
び
に
か
え
た
い
。

註（1
）

（2
）

（3
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
王
政
復
古
　
将
軍
と
天
皇
の
明
治

維
新
」
（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
八
年
）
第
一
章
を
参
照
。

F御
上
洛
東
海
道
」
全
体
を
参
照
す
る
に
は
、
豊
橋
市
二
川
宿
本
陣

資
料
館
に
よ
る
展
示
図
録
『
東
海
道
名
所
風
景
』
（
二
〇
〇
六
年
）

が
便

利
で
あ
り
、
収
録
デ
ー
タ
の
利
用
価
値
が
高
い
。
ま
た
’
枚

数

に
つ
い
て
は
、
セ
ッ
ト
の
表
紙
・
目
録
・
口
上
を
除
き
最
高
で

一
六

三
枚
と
す
る
研
究
も
あ
る
（
後
掲
の
桑
山
論
文
参
照
）
。

同
じ
v
二
川
宿
本
陣
資
料
館
の
『
空
か
ら
見
た
東
海
道
　
五
雲
亭

（4
）

（5
）

（6
）

（7
）

（8
）

貞
秀
展
』
（
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

卓
爾
「
合
作
東
海
道
の
絵
日
記
」
（
『
季
刊
浮
世
絵
』
七
号
、
一
九

六

三

年
）
ほ
か
、
河
鍋
暁
斎
の
作
品
を
扱
っ
た
論
考
が
若
干
存
在

す

る
（
前
掲
『
東
海
道
名
所
風
景
』
所
載
参
考
文
献
）
。

桑
山
童
奈
「
「
東
海
道
名
所
風
景
」
に
お
け
る
現
・
神
奈
川
県
域
の

表

現
」
三
神
奈
川
県
立
博
物
館
　
研
究
報
告
　
人
文
科
学
』
二
九

al

b
、
　
1
1
0
0
三
年
）
。

大
久
保
純
一
「
源
頼
朝
の
イ
メ
ー
ジ
と
徳
川
将
軍
」
（
小
島
道
裕
編

『武
士

と
騎
士
－
日
欧
比
較
中
近
世
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二

O
I
O
年
）
。

山
本
野
理
子
「
東
海
道
中
を
描
く
錦
絵
の
新
展
開
ー
「
御
上
洛
東

海

道
」
を
中
心
に
」
（
博
士
論
文
・
関
西
学
院
大
学
、
二
〇
一
一

年
）
、
h
t
t
p
s
：
／
／
k
w
a
n
s
e
i
．
r
e
p
O
．
n
i
i
．
a
c
．
j
p
o

杉
本

史
子
①
「
時
事
と
鳥
敏
図
ー
幕
末
、
新
た
な
空
間
の
誕
生
と

五
雲
亭
貞
秀
」
（
『
千
葉
県
史
研
究
』
H
六
、
　
1
1
0
0
八
年
）
、
同
②

「
鳥
敵
風
景
の
な
か
の
将
軍
ー
幕
末
の
情
報
世
界
と
江
戸
社
会
」

（箱
石
大
編
『
戊
辰
戦
争
の
史
料
学
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
1
　
1
1
1
u
r
）
o

ま
た
、
貞
秀
に
つ
い
て
は
、
そ
の
図
像
か
ら
，
庶
民
の
幕
末
イ
メ
ー

ジ

を
探
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス
＝
覧
図
の
政
治
学
－
幕
末
期

に
お
け
る
五
雲
亭
貞
秀
の
国
土
像
」
（
黒
田
日
出
男
ほ
か
『
地
図
と

絵
図
の
政
治
文
化
史
』
東
京
大
学
　
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
が

あ
る
。
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（9
）

（1
）

（H
）

（1
）

拙
稿
①
「
文
久
三
年
将
軍
家
茂
上
洛
の
歴
史
的
位
置
－
明
治
元
年

東
幸
の
前
提
と
し
て
」
（
『
千
代
田
の
古
文
書
2
ー
御
上
洛
御
用
留

旗
本
小
笠
原
家
資
料
他
』
千
代
田
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
1
1
1
1
年
）
、

同
②
「
幕
末
畿
内
の
政
治
動
向
」
（
後
藤
敦
史
ほ
か
編
『
幕
末
の
大

阪
湾
と
台
場
　
海
防
に
沸
き
立
つ
列
島
社
会
』
戎
光
祥
出
版
、
二

O
l
八
年
）
。

『江
戸

の

街
道
を
ゆ
く
～
将
軍
と
姫
君
の
旅
路
～
』
（
江
戸
東
京
博

s
s
館
、
　
1
1
0
1
九
年
）
。

三

枚
続

は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
二
度
目
の
将
軍
上
洛
で

も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
点
数
が
圧
倒
的
に
多
い
文
久
三

年
の
第
一
回
目
の
上
洛
に
考
察
を
限
定
す
る
。

前
掲
『
王
政
復
古
』
で
は
、
三
枚
続
の
確
認
数
を
五
七
点
と
し
た

が
、
本
文
の
よ
う
に
改
め
た
い
。
ま
た
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

前
掲
の
山
本
論
文
お
よ
び
、
前
掲
『
空
か
ら
見
た
東
海
道
　
五
雲

亭
貞
秀
展
』
が
載
せ
る
＝
1
枚
続
リ
ス
ト
が
情
報
を
補
っ
て
く
れ
た
。

特

に
後
者
は
、
解
説
も
含
め
利
用
価
値
が
高
い
図
録
だ
が
、
第
一

回
目
の
上
洛
に
つ
い
て
は
四
〇
点
に
と
ど
ま
り
、
一
部
出
版
月
の

判
読
に
疑
義
が
あ
る
。
前
者
の
山
本
氏
は
三
枚
続
の
源
氏
絵
（
二

代
国
貞
）
を
一
点
取
り
上
げ
、
後
者
の
図
録
も
今
切
景
勝
（
芳
虎
）

と
七
里
渡
し
渡
海
（
芳
幾
）
の
三
枚
続
を
提
示
し
て
い
る
が
、
筆

者

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
現
時
点
で
は
計
上
し
な
か
っ
た
。

こ
の
三
点
を
加
え
れ
ば
総
数
七
二
点
に
な
る
。

（1
）

（1
4
）

（1
5
）

　17

v
　1619　18

（2
0
）

山
本
前
掲
論
文
の
付
属
デ
ー
タ
と
、
前
掲
『
東
海
道
名
所
風
景
』

を
も
と
に
算
定
し
た
。

幕
末
の
風
刺
絵
や
時
事
的
錦
絵
の
通
時
的
な
理
解
に
つ
い
て
は
南

和
男
①
『
幕
末
江
戸
の
文
化
　
浮
世
絵
と
風
刺
画
』
（
塙
書
房
、
一

九

九
八
年
）
、
同
②
『
幕
末
維
新
の
風
刺
画
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一

九

九
九
年
）
、
富
澤
達
三
『
錦
絵
の
ち
か
ら
　
幕
末
の
時
事
的
錦
絵

と
か
わ
ら
版
』
（
文
生
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
、
奈
倉
哲
三
『
絵
解

き
幕
末
調
刺
絵
と
天
皇
』
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

r時
事
」
と
い
う
用
語
の
使
用
は
前
掲
杉
本
論
文
〔
↓
に
よ
る
。

註

1
拙
著
で
は
、
上
洛
錦
絵
の
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
明
治

元
年
の
東
京
行
幸
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
。

註

（
1
3
）
に
同
じ
。

同
右
『
東
海
道
名
所
風
景
』
五
一
頁
の
絵
師
別
内
訳
を
参
照
し
た
。

貞
秀
に
つ
い
て
は
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
シ
リ
ー
ズ
以
外
に
、
竪
一

枚

を
中
央
で
分
け
、
上
部
に
行
列
を
下
部
に
鳥
鰍
図
を
描
く
特
徴

的
な
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
空
か
ら
見
た
東
海
道

五
雲
亭

貞
秀
展
』
四
o
t
四
l
頁
）
。

杉
本
前
掲
丁
．
一
、
四
七
頁
。

山
本
前
掲
論
文
、
一
〇
一
頁
。
山
本
氏
は
、
富
士
を
背
景
に
し
た

構

図
は
、
将
軍
の
初
上
洛
を
祝
賀
す
る
意
図
に
基
づ
い
て
い
る
と

見
て
い
る
。

将
軍
の
滞
京
は
当
初
の
予
定
か
ら
大
幅
に
伸
び
、
帰
府
の
情
報
も
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22　21（2
3
）

（2
）

（2
）

（2
6
）

（2
7
）

二
転
三
転
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
。

前
掲
拙
著
、
四
九
頁
。

出
版
統
制
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
南
前

掲
書
①
、
吉
田
伸
之
「
錦
絵
の
社
会
1
1
文
化
構
造
」
（
『
錦
絵
を
読

む
1
　
春
信
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）
、
大
久
保
純
一
『
カ

ラ
ー
版
　
浮
世
絵
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
に
学
ん

だ
。註

（
7
）
大
久
保
論
文
、
三
〇
九
～
1
1
1
　
1
　
O
頁
。
山
本
前
掲
論
文
、

三
一
・
七
三
頁
。
ま
た
、
『
浮
世
絵
大
事
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
二

o
o
八
年
）
の
「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
項
は
、
や
は
り
「
御
上

洛
東
海
道
」
に
つ
い
て
「
織
田
信
長
以
後
の
武
家
は
描
く
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
源
頼
朝
の
行
列
と
し
：
」
云
々
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
註
（
9
）
拙
稿
①
、
前
掲
拙
著
で
も
す
で
に
指
摘
し

た
こ
と
が
あ
る
。

外
題
が
頼
朝
型
で
、
別
に
名
所
風
景
型
の
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
が
（
晦
4
6
や
M
4
8
）
、
複
雑
に
な
る
の
で
頼
朝
型
に
加

算
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
名
所
風
景
型
タ
イ
ト
ル
は
実
質
は
さ

ら
に
多
く
な
る
。

「
そ
の
他
」
は
、
地
2
・
8
・
6
1
・
飽
で
あ
る
が
、
M
2
と
同
様
の

も
の
と
思
わ
れ
る
作
品
を
、
山
本
前
掲
論
文
は
「
富
士
の
巻
狩
行

列
の
図
」
と
し
て
お
り
、
外
題
が
異
な
る
異
版
の
可
能
性
が
あ
る
。

拙
稿
①
、
九
二
頁
。

（四
）

（2
9
）

　31

　

　30

∨

　　　　　　　　　

　　　33　32
　　　　v　　　v

（3
）

　37
∀

　36

　

（路
）

家
茂
の
旅
装
は
、
拙
稿
①
で
示
し
た
よ
う
に
、
裏
金
の
白
い
陣
笠

に
割
羽
織
・
野
袴
で
あ
っ
た
。

朱
傘
に
つ
い
て
は
、
杉
山
哲
司
「
将
軍
と
姫
君
の
旅
路
～
朱
傘
の

イ
メ
－
ジ
～
」
（
註
（
1
0
）
『
特
別
展
　
江
戸
の
街
道
を
ゆ
く
三
を

参
照
。

「富
士
巻
狩
」
図
に
つ
い
て
は
、
前
掲
大
久
保
論
文
参
照
。

註

（
8
）
ス
ミ
ス
前
掲
論
文
、
一
二
〇
～
一
二
一
頁
。
大
久
保
前

掲
論
文
、
三
一
〇
頁
。

桑
山
前
掲
論
文
、
三
三
頁
。

前
掲
拙
著
、
五
六
～
五
七
頁
。

上
洛
時
の
幕
府
の
規
制
の
緩
さ
と
上
洛
錦
絵
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
①
九

三

頁
で
指
摘
し
た
。
ま
た
、
奈
倉
前
掲
書
が
、
幕
末
に

お

け
る
町
触
の
変
化
と
権
力
側
の
情
報
提
供
と
い
う
問
題
を
、
錦

絵
出
版
と
の
関
係
で
指
摘
し
て
い
る
点
（
一
八
～
二
四
頁
）
は
参

考
に
な
る
。

例

え
ば
山
本
氏
は
、
錦
絵
の
な
か
に
「
国
事
に
自
ら
赴
く
若
き
将

軍
へ
の
賛
歌
」
と
、
江
戸
に
住
む
こ
と
に
対
す
る
人
々
に
よ
る
自

負
の
表
現
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
（
前
掲
論
文
、
1
1
八
頁
）
。

前
掲
拙
著
、
五
七
頁
。

『近
世
庶
民
生
活
史
料
　
藤
岡
屋
日
記
』
　
一
〇
（
＝
＝
書
房
、
一
九

九
l
年
）
、
五
二
九
頁
。

同
右
、
一
一
三
二
書
房
、
一
九
九
I
l
年
）
、
九
頁
。
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（9
3
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4342　　4140
V　　　V　　　　　　　　　　　　　　

二
代
広
重
・
芳
虎
・
河
鍋
暁
斎
ら
の
合
作
に
よ
る
「
東
海
道
名
所

之
内
　
御
能
拝
見
朝
番
」
「
同
　
御
能
拝
見
昼
番
」
（
国
会
図
書
館

デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
可
能
）
。

前
掲
『
藤
岡
屋
日
記
』
一
［
、
一
二
一
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
洛
錦
絵
の
意
義
に
触
れ
た
註
9
拙
稿
②
、

八
七
頁
も
参
照
。

南
前
掲
書
②
、
六
〇
頁
。

『東
西
紀
聞
』
一
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
）
、
四
七
三

付
表
　
第
一
回
上
洛
l
i
l
枚
v
a
リ
ス
ト

　47

V
464544

頁
。同

右
、
四
八
三
頁
。

同
右
、
四
七
四
・
四
八
七
頁
。

こ
の
時
期
の
錦
絵
や
世
相
に
つ
い
て
は
、
南
前
掲
書
②
五
八
頁
以

下
を
参
照

山
本
前
掲
論
文
、
三
五
・
k
i
l
l
l
　
・
九
六
頁
。

　
　
　
　
　
・
若
．
・
　
　
　
　
　
〉
』
　
メ

　
く
　
　

　
　
　
　
　
　
べ
］
　
ル
7
＞
　
　
　
　
ゑ

‥餐
－
、
隣
』

、
プ
・
巾
紗
罷
・
馨
，
6
議
藁
り
’
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
⌒

霧
．
一
’
二
．

源
頼
朝
公
大
井
川
行
列
之
図

文
久

2
年
9
月

X
貞
秀

山
本
平
吉

駕
籠
（
姿
な
し
）

駿
河

東

大
D
B

行
列
乃
図

文

久
2
年
9
月
貞
秀

山
口
屋
藤
兵
衛

頼
朝

駿
河

（三
保
の

二
川

文
久
2
年
9
月
芳
虎

遠
州
屋
彦
兵
衛

頼
朝

京
都

（

山
本
論
文
、
％
頁

東
海
道
高
輪
風
景

文

久
2
年
1
0
月
貞
秀

藤
岡
屋
慶
次
郎

菅
笠
・
羽
織

江
戸

個
人

灘

鎮議
朝
公
鶴
ケ
岡
参
エ
田
行
例

文
久

2
年
1
0
月
芳
盛

太
田
屋
多
吉

頼
朝

相
模

（鎌
倉
）

個
人

灘
東
海
道
薩
陀
峠
之
景

文
久

2
年
1
0
月
貞
秀

辻
岡
屋
文
助

菅
笠
・
羽
織

駿
河

二
川
、
神
奈
川

燃

懇
建
久
元

図

文
久
2
年
1
0
月
貞
秀

藤
岡
屋
慶
次
郎

頼
朝

京
都
（
三
条
大
橋
）

二川
、
福
田
著
、
東
京
ア
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・

　
　

子
供
遊
若
様
行
烈
の
図

文
久
2
年
1
0
月
芳
虎

小
林
鉄
次
郎

前
髪
の
あ
る
子
供
姿
に
陣
羽
織

不
明

東
京
ア

　
　

源
義
家

　
図

文
久
3
年
正
月

芳
盛

相
ト

源
義
家

京
都
（
参
内
）

東

大
D
B

建
久
六
年
源
頼
朝
卿
上
京
之
図

文

久
3
年
2
月
二
代
広
重

上
州
屋
金
蔵

頼
朝

相
模
（
鳥
鰍
図
）

東
京
ア
、
福
田
著

謡
諺
東
海
道
中
金
谷
阪
勝
景

文
久

3
年
2
月
貞
秀

鍵
屋
庄
兵
衛

姿
な
し

遠
江

福

田
著
、
二
川

ひ
○　

東
海
道
箱
根
山
中
図

文
久

3
年
2
月
貞
秀

山

口

屋
藤
兵
衛

駕
籠

相
模

二川
、
福
田
著
、
東
京
ア

つ

編
一

東
海
道
荒
井
之
勝

文
久

3
年
2
月
貞
秀

山
口
屋
藤
兵
衛

姿
な
し

遠
江

（今

二川
、
福
田
著
、
東
京
ア

，　
　

右
幕
下
頼

文

久
3
年
2
月
芳
盛

魚
屋
栄
吉

御
座
船

（姿

伊
勢

（七
里

桑
名
）

福
田
著

　
　

東
海
道
宮
宿
之
勝

文
久
3
年
2
月
貞
秀

園
原
屋
正
助

姿
な
し

尾
張

（七
里

宮
）

二川
、
福
田
著
東
京
ア

三
州
岡
崎
矢
矧
大
橋
勝
景

文
久

3
年
2
月
貞
秀

伊
勢
屋
藤
吉

陣
笠
・
羽
織

三
河

（

二
川
、
福
田
著

鍵
耀
東
海
道
近
江
八
景
一
覧
之
図

文
久
3
年
2
月
貞
秀

園
原
屋
正
助

菅
笠
・
羽
織

近
江
八
景

個

人
、
二
川

箕
運
」

ち

熟
蒸
気
船
全
図
・
海
上
浦
賀
風
景

文
久
3
年
2
月
貞
秀

藤
岡
屋
慶
次
郎

判

別
で
き
ず

相
模

東

大
D
B

一

右
大
将
頼
朝
公
参
内
之
図

文
久

3
年
2
月
貞
秀

鍵
屋
庄
兵
衛

束
帯

京
都
（
参
内
）

立命
館
D
B
福
田
著

源
頼
朝
公
上
京
之
図

文
久
3
年
2
月
国
綱

海
老
屋
林
之
助

頼
朝

京
都

（参
内
）

東

大
D
B

頼
朝
公
平
家
追
討
之
図

文
久
3
年
2
月
芳
宗

万
善

頼
朝

京
都
（
参
内
）

静岡
県
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

ぎ

東
海
道
神
名
川
横
浜
風
景

文
久

3
年
2
月
国
綱

菊
屋
市
兵
衛

陣
笠
・
羽
織

武
蔵

（

東
大

D
B

東
海
道
程
ヶ
谷
之
風
景

文
久
3
年
2
月
芳
形

鍵
屋
庄
兵
衛

菅
笠
、
羽
織

相
模

横
浜
市
立
図
書
館
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／
．
伯
幕
下
頼
朝
卿
上
京
行
例
（
列
）
　
乙
図

文
久
3
年
2
月
芳
盛

上
州
屋
金
蔵

輿

京
都
（
三
条
大
橋
）

国
会
D
B

果
海
道
五

列
之
図

文
久
3
年
3
月
国
周

井
筒
屋

陣
笠
・
羽
織

不明
（
相
模
？
武
蔵
？
）

福
田
著

果
海
道
興
津
駅
勝
景

文
久
3
年
3
月
貞
秀

森
屋
治
兵
衛

陣
笠
・
羽
織

駿
河

二
川
、
福
田

願
朝
公
大
井
川
行
列
図

文
久
3
年
3
月
芳
艶

大
黒
屋
金
之
助
・
金
次
郎

蓮
台
（
姿
な
し
）

駿
河

福
田

果
都

日
本
橋
之
勝
景

文

久
3
年
3
月
貞
秀

園
原
屋
正
助

陣
笠
・
羽
織

江
戸

二
川

s
三
果
都
高
輪
風
景

文
久

3
年
3
月
貞
秀

駿
河
屋
半
七

陣
笠
・
羽
織

江
戸

二
川

ぷ
厄
巳
　
　
　
呆
山
義
政
公
吉
野
遊
覧
之
図

文
久

3
年
3
月
芳
盛

近
江
屋

郎

判
断
保
留

大
和

小
西
著
②

袖
、

f
　
プ
だ
．
・
　
果
海
道
富
士
山
眺
望
之
図

文
久

3
年
3
月
芳
宗

万
善

陣
笠
・
羽
織

駿
河

（原
）

国
会
D
B
　
小
西
著
②

一
・

釈
朝
公
館
之
図

文
久
3
年
3
月
芳
形

越
村
屋
平
助

頼
朝

江
戸

（江
戸
城
）

国
会
D
B

　

文

久
3
年
3
月
芳
形

越
村
屋
平
助

姿
な
し

江
戸

（江
戸
城
）

国
会
D
B

源
頼
朝
公
上
洛
之
図

文

久
3
年
3
月
二
代
広
重

伊
勢
屋
兼
吉

頼
朝

京
都
（
参
内
）
・
江
戸
（
高
輪
）

東
京
ア

果
海
道
勝
景
従
日
本
橋
至
荒
井

文
久

3
年
4
月
貞
秀

伊
勢
屋
藤
吉

姿
な
し

特
定
不

神
奈
川

文
久
3
年
4
月
貞
秀

伊
勢
屋
藤
吉

姿
な
し

特
定
不

神
奈
川

孔
戸
名
所
尾
張
町
之
図

文

久
3
年
4
月
芳
宗

清
水
屋
直
次
郎

陣
笠
・
羽
織

江
戸

（尾
張

比
寿
屋
）

福
田
著

鈴
ヶ
森
行
烈
之
図

文
久
3
年
4
月
国
周

山
崎
屋
清
七

駕
籠
に

羽

織
姿

江
戸

足
立館

D
B
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紗

ヱ

東
海道
五
十
三
次
之
内
神
奈
川
高
台
ヨ
リ
十
五
景
見
渡
御
行
列
之
図

文

久
3
年
4
月
国
周

井
筒
屋

武
蔵

（横
浜

山
田
書
店
目
録

東
海
道
神
奈
川
之
勝
景

文
久
3
年
4
月
貞
秀

辻
岡
屋
文
助

駕
籠
（
姿
な
し
）

相
模

二
川

東
海
道
箱
根
三
枚
橋
勝
景

文
久
3
年
4
月
貞
秀

木
屋
宗
次
郎

駕
籠

（姿
な
し
）

相
模

福

田
著
、
二
川

離

s

東
海
道
六

郷
渡
風
景

文
久
3
年
4
月
貞
秀

丸
屋
徳
蔵

陣
笠
・
羽
織

武
蔵

二
川

頼
朝
公
大
井
川
行
列
之
図

文
久

3
年
4
月
芳
年

伊
勢
庄

（伊
勢

之
助
）

蓮台
・
乗
物
（
姿
な
し
）

駿
河

小
西
著
②

源
頼
朝
上
洛
大
井
河
行
列
之
図

文
久

3
年
4
月
芳
幾

加賀
屋
吉
右
衛
門
・
吉
次
郎

蓮
台
に
陣
笠
・
羽
織
姿
の
将
軍

駿
河

静
岡
県
立
美
術
館

大
井

川
連
（
蓮
）
台
渡
之
図

文
久
3
年
4
月
二
代
広
重

伊
勢
屋
兼
吉

駿
河

東
京
ア

源
頼道

り
）

文
久

3
年
4
月
二
代
広
重

広
岡
屋
幸
助

御
座
船
（
姿
な
し
）

遠
江

（今

国
会
D
B

東
海
道
五
十
三
次
新
井
風
景

文
久
3
年
4
月
芳
盛

小
林
鉄
次
郎

姿
な
し

遠
江

（今
荒
井
関
所
）

小
西
著
②

源
頼外

題
が

「
頼

之
（左
上

之
長
橋
」
と
あ
り
）

文
久

3
年
4
月
二
代
広
重

遠
州
屋
彦
兵
衛

頼
朝

三
河

（

小
西
著

頼
朝
公
昇
殿
之
図

文
久
3
年
4
月
芳
宗

糸
屋
庄
兵
衛

衣
冠
か
束
帯

京
都
（
参
内
）

小
西
著
②

王
城
加
茂
社
風
景

文
久
3
年
4
月
芳
艶

未
詳
版
元

輿
・
衣
冠

京
都
（
洛
中
）

小
西
著
③

平
安
城
加
茂
社
葵
祭

文
久

3
年
4
月
芳
艶

小
林
鉄
次
郎

衣
冠
か
束
帯

京
都
（
洛
中
）

立
命
館

D
B

淀
川
八
幡
山
勝
景

文
久
3
年
4
月
貞
秀

丸
屋
甚
八

頼
朝

京
都
（
淀
城
・
石
清
水
八
幡
宮
）

小
西
著
③
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頼
朝
公
八
幡
参
詣
之
図

文
久
3
年
4
月
芳
宗

清
水
屋
直
次
郎

衣
冠
か
束
帯

京
都

（石
清

宮
）

小
西
著
③

山
城
淀
川
之
景

文

久
3
年
4
月
二
代
広
重

広
岡
屋
幸
助

束
帯
・
馬
上

京
都
（
淀
城
・
石
清
水
八
幡
宮
）

小
西
著
③

山
城
淀
川
風
景
之
図

文
久
3
年
4
月
芳
虎

万
善

陣
笠
・
羽
織

京
都

（淀
城
）

茨
城
県
立
歴
史
館
『
特
別
展
　
徳
川
慶
喜
』

石
清
水
八
幡
宮
風
景
図

文
久
3
年
4
月
芳
艶

辻
岡
屋
文
助

陣
笠
・
陣
羽
織

京
都

（洛
西

メ
イ
ン
は
淀
・
石
清
水
）

個
人

皇
都
祇
園

祭
礼
之
図

文
久

3
年
4
月
国
福

木
屋
宗
次
郎

頼
朝

京
都

（洛
中
）

立
命
館
浮
世
絵

東
都
霞
ヶ
関
諸
侯
行
粧
之
図

文
久

3
年
4
月
二
代
広
重

尾
張
屋
清
七

陣
笠
・
陣
羽
織

江
戸

東
京
ア

駿
河
国
府
中
之
全
図

文

久
3
年
5
月
貞
秀

井
筒
屋

菅
笠
？
羽
織

駿
河

二
川

京
都
下
加
茂
糺
の
森
勝
景

文
久
3
年
5
月
貞
秀

丸
屋
甚
八

束
帯

京
都
（
洛
中
）

二

川
、
東
大
D
B

競
馬
御
遊
覧
之
図

文
久
3
年
5
月
国
孝

辻
岡
屋
文
助

頼
朝

京
都
（
洛
中
）

個
人

東
都
名
所
之
内
霞
ヶ
関
之
勝
景

文
久
3
年
5
月
貞
秀

大
黒
屋
平
吉

菅
笠
・
羽
織

江
戸

東
大
D
B

頼
朝
公
帰
京
之
図

文
久
3
年
5
月
芳
盛

古

陣
羽
織
・
袴

江
戸

（江
戸
城
）

東
大
D
B

浪
花
大
湊
一
覧

文

久
3
年
6
月
貞
秀

丸
屋
甚
八

菅
笠
・
羽
織

大
坂

神
奈
川

日
本
三
景
之
内
紀
州
和
歌
之
浦
之
勝
景

文
久
3
年
6
月
貞
秀

園
原
屋
正
助

判
断
で
き
ず

紀
州

神
奈
川

江
府
之
海
暁
天
之
図

文
久
3
年
6
月
貞
秀

鍵
屋
庄
兵
衛

御
座
船
（
姿
な
し
）

江
戸

（船
）

二
川

東
都
芝
浦
之
風
景

文
久

3
年
6
月
芳
虎

山
田
屋
庄
次
郎

御

座

船

（
姿

江
戸

（船
）

小
西
著
③
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酪

海
上
安
全
千
代
寿

文
久

3
年
7
月
周
麿

大
黒
屋
金
之
助

蒸

気

船

（

不
明
（
船
）

小
西
著
③

旬

右
大
将
頼
朝
公
御
上
洛
之
図

（文
久
3
年
）

芳
盛

画
像
不
鮮

不
能

輿

（姿
な
し
）

京
都

（洛
中
）

浮
世
絵『

90

註

出
典
の
略
記
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
東
大
D
B
↓
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
錦
絵
D
B
、
二
川
↓
『
空
か
ら
見
た
東
海
道
　
五
雲
亭
貞
秀
展
』
、
神
奈

川
↓
『
横
浜
浮
世
絵
と
空
と
ぶ
絵
師
五
雲
亭
貞
秀
』
、
福
田
著
↓
『
東
海
道
五
十
三
次
　
将
軍
家
茂
公
御
上
洛
図
』
、
東
京
ア
↓
「
T
o
K
Y
O
ア
ー

カ
イ
ブ
」
、
立
命
館
D
B
↓
立
命
館
大
学
浮
世
絵
検
索
閲
覧
シ
ス
テ
ム
、
国
会
D
B
↓
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
小
西
著
②
③
↓
『
錦

絵
幕
末
明
治
の
歴
史
』
②
③
、
個
人
↓
著
者
所
持

〈付
記
〉

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
御
上
洛
東
海
道
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
（
浦
木
賢
治
・
滝
口
正
哉
・
藤
田
英
昭
・
山
本
野
理
子
．
渡
邊
桂
子
）

江
戸
東
京
博
物
館
の
杉
山
哲
司
氏
か
ら
様
々
な
示
唆
や
情
報
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

の
諸
氏
、


